Think to Make Nursery Plans of Teaching Practice by 橘田 重男
教育実習における
指導案作成に関する一考察











































































































































































ステツプ 教師の活動 予想される児童の活動 形態 資料
・前の時間は吉四六さんがどんな ・父親を相手にわざと言われたとお 全 学習記











































・一ﾔとんちのきいた言葉をノー ・とんちを視写する。 個 ノート
6 トに書こう。
5分 ・みんな、集中して授業に取り組 学習記






















































流れ 環境構成 予想される子どもの活動 実習生の活動・留意点
10：00 ・「知ってる」 ・「シャボン玉って知っていますか？」
・「ある」「ない」 ・「やったことがありますか？」
・「ない友達は、後でやってみようね。」
・「知ってる」「知らない」 ・rrしゃぼんだま』の歌を知
っていますか？」
・「一緒に歌いましょう！」「知
らない友達は聞いていましょう」
・歌う。 ・伴奏をする。
・「上手に歌えましたね。歌のよ
うに高く飛ばせるといいね。」
10：10 ・「すごい。」「きれい。」 ・「まず先生がやってみるの
「やりたい。」 で、見ていてね。」
・「今度はみんなでやってみま
しょう。」
準備（スト ・用具を受け取る。 ・ストロー①とシャボン液を配る。
ロー①・紙 ・「こぼさないようにしましょう。」
コツプ） ・人に向けないよう、声をかける。
・ストロー①でシャボ ・楽しく遊ばせる。
ン玉を作る。
10：20 ・大きなシャボン玉の ・「もっと大きなシャボン玉を
作り方を考える。 作るにはどうしたらいいかな？」
・意見が出ない場合は、ヒントを出す。
・「大きなストローを使う。」
・「他の道具を使う。」 ・タイミングを見ながら、他
の用具を使って見せる。
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・他の用具でシャボン ・用具を配る。
玉を作って遊ぶ。
準備（スト ・大きさ比べをする。
ロー②・紙
10：40コツプ・針 ・「もっと大きい。」 ・巨大シャボン玉を作って見せる。
金の輪） ・「たくさんのシャボン玉を
作れましたね。」
・用具を片付ける。 ・片付けの指示をする。
（3）実践後の修正
　実習で作成する指導案には、指導案に加えて実践後に記録する「実際の姿と
反省・考察」の項目がある。実習生はここに実践を通した反省記録を記入する
ことになる。この記録を通して、指導案がより確かな実践的なものになる。
　また、この記録が指導案の検証の材料にもなる。以下の観点での分析・検討
が考えられる。
・教材の価値（有効性）
・発達段階の妥当性
・指導の進め方・提示の仕方
　こうしたことが実習生にとっては、自らが身を持って習得した財産となる。
この反省記録をできる限り多く持って、保育の現場に向かうことは重要であり、
将来、保育現場に立った際に生かすようにすれば、更に有効であろう。保育現
場においても、指導案作成、実践、反省、修正のサイクルで実績を積み重ねて
いくことが求められる。
　指導案作成に際して、まず自分で実際にやってみたり、実物を作ってみる。
そのことで工夫の必要性をはじめ、新たに見えてくるものがある。こうした試
行錯誤に意義がある。
また、1本の指導案にじっくり取り組むことで、書き方の決まりやコツを知り、
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その基本をアレンジすることで、他の指導案に応用できる。この応用力があれ
ば、実習先から異なる形式や書き方を指導されても、比較的スムーズに対応で
きることと考える。
5．まとめ
　教育実習における指導案作成においては、事前の課題を一つずつ克服しなが
ら作成していくことが基本となる。そのためには、指導案に盛り込むべき、よ
り多くの情報を準備し、その情報をもとにねらいと活動内容を形式の中に反映
させていくことが重要である。小学校における指導案のノウハウを生かしたり、
今回、試案として提示した略案と細案の2段階の指導案作成を参考にしたりし
ながら、試行錯誤することが基本となる。こうした指導案を作成していく積み
重ねを通して、保育者の資質・能力の向上につながることも期待できる。また
実践力としての企画力・指導力・子ども理解力にもつながるであろう。
おわりに
　本論においては、教育実習における指導案作成に関して筆者が着目した視点
で述べてきたが、その他にも様々な視点が考えられる。それらも踏まえながら、
総合的に実習生の指導案作成の力がついていくことに今後も取り組んでいきた
い。
　また、現在、幼保一元化の動きが進んでいる。それに対応した養成校におけ
るカリキュラムの見直しも始まっている。その中で教育実習の在り方も検討さ
れるであろう。これまでのものに加えて、形式や内容の新たな方向性が示され、
実践につながるより良い指導案になっていくよう、今後とも取り組んでいきた
い。
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